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分掌 氏名 

第１学年部長 蒲田 直樹 

第２学年部長 西村 知泰 

第３学年部長 鎌井 尚 

教務部長 堀井 喜博 

保健部長 行待 香 

生徒指導部長 木村 純樹 

進路指導部長 久保 潤治 

年 組 氏名 担当教科 

１年  

１組 上羽 太一 数学・情報 

２組 善木 由美香 理科 

３組 四方 翔磨 英語 

２年  

１組 守本 友子 家庭科 

２組 大溝 美紅 保健体育 

３組 木谷 維久子 英語 

１組 吉岡 綾 国語 

３年  ２組 高津 浩司 地歴公民 

３組 塩見 愛美 数学 

分掌・教科 氏名 部顧問 前任校 

事務長 増田 徳雄 
 

久美浜高校  

第１学年部・ 

英語 
蒲田 直樹 硬式野球 綾部高校 

第２学年部・ 

家庭科 
守本 友子 茶道 

峰山高校 

弥栄分校 

第１学年部・ 

数学・情報 
上羽 太一 硬式野球 工業高校 

事務部 辻 実沙希  新規採用  

■学校経営方針（中期経営目標） 

１ 生徒一人一人の可能性を伸ばし、希望進路の実現を図るとともに、社会に貢献できる人材の育成 

２ 伝統と文化を尊重し、郷土を愛し、地域社会を守り受け継ぐ人材の育成 

３ 豊かで幸せな人生を送ることができるよう主体的に学び続ける人材の育成 

■今年度の学校経営の重点 

１ 学力向上 

 一人一人にきめ細かな指導を展開し、基礎学力及び発展的な学力を身につけさせるとともに、探究的な学習を
とおして、主体的に学ぶ姿勢を育成する。 

２ 学校行事・部活動の充実 

 メリハリのある教育を展開し、平日の放課後を有効に活用させる。生徒会活動や部活動など自主活動の一層の
充実を図る。 

３ ボランティア・地域貢献 

 ボランティア活動を積極的に行うとともに、「出前授業」「きもの着付け教室」など小・中学校、地域社会、
ＰＴＡと連携した取組を充実させ、地域社会に貢献し信頼される学校を目指す。 

４ 広報の充実・入学希望者の増加 

 本校の取組をＨＰ、ニュースレター、学校公開など、あらゆる機会を活用して発信し、入学希望者の増加につ
なげる。 

５ 魅力的な教育内容の実践 

 宮津天橋高校学舎制のスタートにより、遠隔教育システムの導入や部活動の効果的な運用とともに、入学した
生徒が広い視野を持ちながら大きく成長でき、学校と地域社会がともに発展する魅力的な教育活動を行う。 

新年度 校長あいさつ 

 

                                   第24代校長  深田  聡 

 

 加悦谷高等学校長の深田 聡（ふかた さとし）です。本年度も

よろしくお願いいたします。 

 加悦谷高等学校及び宮津天橋高等学校加悦谷学舎の生徒諸君が、

明るく生き生きとして笑顔の絶えない、そして、一人一人の可能性を伸ばす学校をつくりたい

と考えています。 

 宮津天橋高等学校開校にあたり、校歌を作詞しました。テーマは「幸せ織りなす」です。一

点の雲もない青空のもと、夢を育み、友と語る中で、幸せな人生を送るための準備を高校時代

にしてほしいという願いを込めています。 

 加悦谷高校（学舎）では、学習はもちろんのこと、部活動、そして与謝野町と連携した地域

貢献、探究活動を多く取り入れます。学びの場を教室の外にも広げ、地域の課題を知り、社会

に出たときに直面する「答えのない問い」に取り組むことにより、学びを深めるとともに、社

会性を豊かにし、地域への愛着も育んでいきたいと考えています。 

 今年度も、この「加悦谷たより」をとおして、加悦谷高校（学舎）の取組や生徒の様子を発

信していきますので、どうぞよろしくお願いします。 

令和２年度 学校経営の重点 

分掌部長・担任の紹介 新しく着任した教職員の紹介 

今後の予定は、変更になる場

合がございますので、ホーム

ページをご確認ください。 

題字：書道部３年 秋保優姫 



宮津天橋高校 開校式・入学式 

 ４月10日(金)、宮津天橋高校加悦谷学舎の新入生が加悦谷学舎に

登校し、新入生オリエンテーションを実施しました。 

 校長からは、出会いの大切さや、学校生活で得ることのできる

力、そして宮津天橋高校１期生として、ともに歴史を作っていこ

う、など新入生へ熱いメッセージが送られました。 

 

 その後、教務部長から授業に関すること、時間割、履修教科、単

位、進級ならびに卒業などについて、進路指導部長からは進学なら

びに就職に関して、１年生から意識しておくべきことや、受けてお

くべき模試についての説明などがありました。 

 

 学年主任からは、学年方針が述べられました。 

 今年の学年方針は「できるまでやる・やらせる」です。 

 具体的項目としては、以下の５つを掲げました。 

 ① 授業を大切にして基礎学力を定着させる。 

 ② 家庭学習を１日２時間以上確保(予習・復習、小テスト勉強など) 

 ③ 皆勤賞25名以上を目標とする。予鈴遅刻者数10人以下を目指す。 

 ④ 挨拶、身だしなみ等のマナーを守る雰囲気をつくる。 

 ⑤ 宮津学舎の生徒と協力し合同行事を成功させる。 

  

 最後に音楽教諭から校歌紹介があり、加悦谷高校の２年生及び３年生の代表が校歌を披露しました。 

 新入生たちは、真剣に話を聞き、メモを取っていました。これからの３年間、多くのことを経験し、

学んでくれることを期待します。 

 ４月９日（木）、宮津天橋高等学校の開校式並びに第１回入

学式を宮津学舎にて挙行しました。 

 

 新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、開校式並びに入

学式の内容を一部縮小しての開催となりました。 

 開校式では、校旗、校章並びに校歌を披露しました。 

 入学式では、宮津学舎160名、加悦谷学舎80名、計240名の生

徒が入学許可され、入学生代表の２人（宮津学舎・谷原圭悟く

ん、加悦谷学舎・岡本実夢さん）は、声を揃えて高校生活への決意を誓い

ました。 

 天気に恵まれ桜も咲き乱れる中、無事に式を終えることができました。

多くの皆様に御協力いただき、ありがとうございました。 

 

新入生オリエンテーション 

離任式・着任式・始業式 

 ４月８日(水)、離・着任式並びに始業式を行いました。 

 始業式では校長から式辞で、新型コロナウィルス感染症拡大防止

のための咳エチケットの理解と協力を呼びかけるとともに、 

 ・災害に立ち向かう力を身につけてほしい 

 ・当たり前のことが当たり前のようにできるようになってほしい 

 ・オンライン活用を進めていくとともに、リアルで友人に会える 

  ことのすばらしさ、リアルで授業を受けることでしか得られな 

  い学びの深め方があることを理解してほしい、などのメッセージが送られました。 

 また、生徒指導部長からは、 

 ・自分たちの振舞いで宮津天橋高校１期生の行動基準をつくっていってほしい 

 ・制服の着こなしや普段の行動で、先輩としての振舞いを見せてほしい、との言葉がありました。 

 

 

宮津天橋高校校歌・校章紹介 

本校ホームページでは、行事日程、生徒の様子や活躍の報告、緊急時のお知らせ等

が、随時ご覧いただけますので、ぜひご活用ください！ 
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校歌（歌詞）のコンセプト 

①教育理念を織り込む。 

②与謝地域の自然、季節等を織り込む。  

③スクールカラー「青＝ロイヤルブルー」を入れる。 

④制服のコンセプトも意識する。 

⑤与謝野鉄幹、与謝野晶子の短歌を参考とした。 
宮津天橋高校 校章 


